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（ 零余子の会 ）

研究テーマ分類番号（ １５ ）

(1)研究テーマ

授業研究を通して実践的指導力の向上を図る取組

(2)研究経過及び具体的な取組

＜これまでの取り組み＞

○ ４月１４日 研究の目的・年間計画の決定

研究の目的本校の数学科教師の年齢構成は、典型的な二極化構造をな

している。年配の４０代・５０代の教師が主導して授業研究・研究協議

を重ね、本校の数学科教師の授業における力量を高める取り組みを進め

ていく。また、先進校の視察を通して見聞を深め、指導のあり方につい

て検討していく。

○ ４月２１日 授業研究（３年生 式の展開）

式の展開や因数分解を使って、計算を効率的に行う方法を考える授業

を ICT 機器を活用しながら行った。

○ ６月 ３日 授業研究（２年生 文字式の利用）

（奇数）＋（偶数）＝（奇数）になることを、文字式を使って証明す

る授業を行った。

○ ９月２７日 授業研究（小６年生 文字の式）

今回の改訂で小学校に移行した「文字の式」を、中学校教師が小学校

に出向いて授業を行った。

○１０月２９日 授業研究（3年生 図形の相似）

図形の相似の性質を、図を書かせることによって生徒の意見から出さ

せようとする授業を行った。

○１１月 ４日 研究の中間のまとめ

○１１月１２日 授業研究（２年生 図形の証明）

二等辺三角形の底角が等しいことを、補助線の引き方を考えて説明し

ていく授業を行った。

○１１月２２日 東播磨・北播磨中学校研究会 数学研究大会（小野市）

小野市数学部会の年間の取組、「おの計算検定」、小中連携教育の授業

交流などについて研修した。

○１２月 ３日 静岡県静岡市安東小学校の研究発表会を視察

カルテ、座席表、全体のけしきなどを活用した授業研究を学んだ。

＜今後の予定＞

○ １月 授業研究 ○ １月１８日 研究のまとめ


